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1。年次総会・春期講演シンポジウムの案内

1992年度の年次総会(第 3 期初年度)と第 5 回の春季講演シンポジウム(化学物質りス

ク管理の実際)を下記の要領で開催することになりまし九のでご案内い九します0

趣旨:これまでの年会や講演会でりスク評価と管理の科学的、基礎的な側面は比較的数多
く発表されているので、今回は、多少実際的な面に踏み込んで企画しまし九。特別講演で

はわが国におけるりスク管理の歴史と思想を、ま九パネルディスカッシヨンでは、りスク

評価の実際てきな過程を整理するという意図を含んでいます。(企画担当内山巌雄、横
山栄二)

「化学物質のりスク管理の実際」メインテーマ:

1992年6月27日(土)日時

講演会 13:00~16:20

総会 16:30~17:00

東京大学山上会館(東京都文京区本郷東京大学構内)場所2.

特別講演「わが国の化学物質のりスク管理の歴史と思想」a)

輿重治氏(中央労働災害防止協会)

パネルディスカッション( 2 )

a.生活環境中の化学物質濃度と安全性:藤田昌彦(国立公衆衛生院)

b.生物学的モニタリングによるりスク管理:(未定)

C.動物実験からヒトへの外挿:(未定)

d.環境汚染物質のりスク管理一制度と方法:(未定)、

17:15~会費3000円程度(予定)3.懇親会:山上会館1階
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2。第5 回研究発表会(1992年会)の日程と企画テーマについて

199 2年度の研究発表会(年会)は関西で下記の日程で行うことになりまし九。基調

テーマは「都市のりスク」です。企画・運営委員会(企画責任:木下冨雄(京都大学))

では基調テーマに関連したセッシ"ンの企画を募集します。企画セッシ"ンのテーマ、趣

旨、発表予定者をA 4 用紙 1枚にまとめて事務局までお寄せ下さい。(締切 3月末日)

日時:1 9 9 2年1 1月2 7日(金)- 2 8日(士)

場所:京都(京都国際会議場:京都市宝が池の予定)

3。第8 回理事会議事録(案)

日時:

場所:

出席者

1991年H月29日

(社)土木学会図書館(2 階 5 号室)

:横山栄二、木下冨雄、天野博正、池田三郎、酒井泰弘、田中勝、

中村正久、広瀬弘忠、盛岡通各理事(委任状7通)

(D 前回議事録の確認:確認され九。

(2)新会員の承認

資料2 にもとづいて池田理事(事務局)から説明があり、正会員 17 名の入会が承認

され九。

(3) 19 9 2年度総会と春期講演・討論会

横山会長より以下のように平制4年度春期講演・討論会(企画担当内山巌雄

理事)の企画案が示され九。

テーマ:化学物質のりスク管理の実際

日時:1992年6月27日(土) 13:00 - 17:00

場所:東京大学山上会館

講演会: a)特別講演「わが国の化学物質のりスク管理の歴史と思想」

(2)パネルディスカッション

講演者はまだ決っていないとのことである。ま九、春期講演の内容を学会誌に掲載す

る方向で検討してい九だくが、内容の決定はもう少し時間が欲しいとのことであっ九。

天野理事より、テープ起こしは費用がかかるため、特別講演とパネル・ディスカッ

ションは学会誌に載せる条件で論文を事前に提出してい九だくほうがよいという提案

があっ九。

(4)第5 回研究発表会

木下副会長より以下のような平成4年度の第5 回研究発表会の企画案が示され九。

日時:1992年H月27日(金)、 28日(土)

場所:京都国際会議場

基調テーマ:「都市のりスク」

メインテーマに係わるセッションとして集合りスク、不確定なりスクの処理、 t.・マン・

エラ・のユントロ・ル、健康のりスク、りスク状況下の意思決定、社会的合意形成、りスク認知の

ハ、イアス、発癌りスク、商品りスクなどが候補として出された。

関西の役員・会員を中心に企画を練って頂くことになった。
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(5)会計中問報告

事務局より平成 3年度のH月22日現在の会計の中間報告がなされ九。

贊助会員の会費の増額について各理事に意見を聞き、次回の総会までに決定するこ

とになった。この件に関連して天野理事より(大口の)特別賛助会員も考えてはどぅ

かという提案があった。 f

(フ)その他

a)盛岡理事よりりスク関連の用語集を本にして出版する計画についてさる出版社に打診

し九ところ前向きの返事があったとの報告がなされ九。このために理事会を中心1こ企画編

集委員会を組織し、次回の理事会までにキーワード(大項目を30個、中項目を200 300

個程度)や、執筆予定者りスト等を企画することが了承され九。

b)学会誌の編集作業はこれまで事務局が行なってき九が、今後は編集作業を効率化し、

編集ミスをなくす九めにも編集委員会を事務局から分籬し九ほうがよいという提案が事務

局よりなされ、具体的な方法を事務局に一任された。

4。第4 回研究発表会(19 9 1年会)報告

日本りスク研究学会主催の第 4 回研究発表会は既報のとおり 1991年11月29日(金)-30日

(士)の両日、士木学会図書館講堂(東京都新宿区四谷)で開催されまし九。両日の参加登

録者は約100名で、熱心な講演と活発な議論が行なわれまし九。特別講演として、田中勝

氏(国立公衆衛生院廃棄物工学室長)から廃棄物問題ヘのりスク概念導入について現在の

わが国の現状と課題についての講演があり、この分野の専門家4氏を含めて内容の濃い意

パネル討論力新テわれました。

各研究発表は 2 つの一般セッシ"ンとーつ企画セッシ"ンで総計 14件の研究発表があ

りまし九。研究発表会での講演は約 95 頁の講演論文集として発行されています。講演論

文樂はりスク研究の 1 次資料として非常に有益な文献となるものです。

講演論文集はまだ余部がありますので必要な方は事務局まで申し込み下さい。

<一部 2,000円+送料210円)以下は講演論文集の内容です。

第4 回日本りスク研究学会研究禿表会プログラム

11月29日(企)

10:00 12:00

・三浦卓(国立環境研究所)Q)大気中有機化学物質の健康りスク評価

田辺潔(国立公衆衛生院)

相馬悠子(国立環境研究所)

伊瀬洋昭(東京都立アイソト・フ'総合研究所)化)道路環境影響評価と沿道生活者のりスク

(3)複数の肝がんプロモーターによるりスクの評価の試み

関沢純、五十嵐貴子、

神沼二真(国立衞生試験所)

(4)ディーゼル排出ガスと肺癌の risk-characterization に関する試み

和田篤也(大阪府環境保健部)

森永謙二(大阪府成人病センター)

五十嵐日出夫 dヒ海道大学)

小竹久平(鳥取県衛生環境部)

小柳秀明(環境庁)

(5) Hypercard を用いたりスク評価支援データベースの拙築

富田裕之、相崎裕恒、甲斐倫明、

草問朋子(東京大学)

一号斐セッション 1 (りスク評価)

司会草問朋子(東京大学)

・・ 18
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13:00 14:00

14:00

『廃棄物処理におけるりスク管理』

特別講演

17:00

『りスクァセスメントを考慮し九最終処分計画』

シンポジウム及び討論会

発表者・パネラー

中村正久(i茲賀県琵琶湖研究所):廃棄物処分場のりスク管理と社会的意志決定・・・

盛岡通(大阪大学):環境りスク診断・・・ . ..... ... .

森澤眞輔(京都大学):廃棄物処理システムのりスク同定と評価の試み・・・・・

古市徹(国立公衆衛生院):環境りスクを配慮した処分場立地計画論・

司会池田三郎(筑波大学)

17:10

田中勝(国立公衆衛生院)

H月30日(土)

懇親会

総合司会池田三郎、田中勝

10:00 - 12:00 一般セッション 1 1 (りスク管理とコミュニケーション)

司会内山巌雄(国立公衆衞生院)

(1)日本人公衆のりスク認識の実体・・・・・・・吉永信治、松原純子(東京大学) ・ 52

・・岩崎民子(放射線医学研究所)・・・・ ・ 57(2)日常生活のりスクとレジ十ーリスク.
..

(3)主観的りスク評価の規定因:集団における私的りスク評価の問題
・ 63山口勧(東京大学)・・・・ 畢

(0 化学物質規制におけるコストベネフィット分析法の応用にっいて(1D
ーケーススタディガソリン中のベンゼンー

内山巌雄、横山栄二(国立公衆衛生院)・・65

(5)応用りスク学(A即lied Risk010gy)における物質的りスク管理と財務的りスク、理の相関
佐成重範((財) JTEC)・・・・・・・71

13:00 - 15:30 企画セッション(モラル・りスクとモラル・ハザードをめぐろ10}題)
司会酒井泰弘(筑波大学)

. ・ 23

酒井泰弘(筑波大学)・・・・

.高尾厚(神戸大学)・・・・・(2)モラル・ハザードと保険構造.....

(3)保険と社会一「掛け捨て」嫌いの保険思想一・田村祐一郎(姫路独協大ギ)

(4)生命保険のりスク・経済分折一生命保険の劣等財性にっいてー
三辺誠夫(広島大学)・・・・・

.小野克彦(愛知県がんセンター研究所)(5)エイズウィルス発見をめぐる諸問題・. ..

・・ 29

・・ 37

・・ 38

・・44

・ 83

・ 90

..

・ 73

・ 75

・ 78
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5。学会誌第4号原稿募集

当学会では今年10月に日本りスク研究学会誌第 4 号の発刊を予定しております。第 3

回研究発表会での講演を中心に編集する方針ですが、会員の皆様の研究成果やご意見を積

極的に掲載する予定です。特に、「りスク」問題に関して会員の皆様が日頃お考えのご意

見を「研究短信」としてまとめていただき、できるだけ数多く掲載する予定ですので下記

の要領でご寄稿下さい。

(1)原稿締切

(2)原稿枚数

:1992年3月31日(研究論文)

4月30日(寄稿論文、研究短信)

(3)論文別刷: 100部以上50部単位で、有料にて申し受けい九します。

(4)原稿サイズ:1 ページにつき 40行22字詰(図表等すべて含む)

(5)採否の決定:寄稿論文及び短信は、編集委員会が採否を決定い九します。研究論文は

複数(2 名程度)の査読者による審査結果にもとずいて、編集委員会が採否を決定い
九します。

:研究論文 8頁以内、寄稿論文 1~6頁、研究短信 1~ 2頁

なお、規定ページ数におさまっ九場合は掲載料は無料としますが、超過

し九場合は、超過し九ページ数に応じて印刷等に係わる費用を負担して

いただくことになります。

( 6 )

(フ)

投稿要領:日本リ

執筆要領:日本リ

て下さ

SRA年次学会・理事会ヘの参加報告6。

S R A の 1 9 9 1年の年次大会が 1 2月8日から 4日間の日程で東部の BaHimore (Ma

rland 州)で行なわれまし九。昨年から S R A の理事(C0如Cilor:1991-1993)をっとめて

いますので、学会の理事会にも参加する必要があり出かけました。例年通り約 50 近いセ

ツシ"ンからなり、 5 - 6 の分科会が同時進行するという大きな学会で、参力Uし九いセッ

シ"ンや講演者を探すのが大変でし九。昼食時には、ゲスト・スピーカーの講演を聞きな
がら会食し、隣合わせた会員と各々自己紹介しながら、交流を深めるという、平均的な日

本人には"Yoko-meshi"となるいささか努力がいる日程でした。

今回のスピーカーは Mr. Henry Habicht, E P A 次官と Dr. Robert Frosch. General MO

tors Research Labo., vice predident の両名で、特に、後者はエネルギー関連産業界で

の指導的な研究者であるので気候温暖化のりスクに対してどのような態度を持っているの

か聞け九のは収穫でし九(磁obal Risks: RationaliS肌, perception and poH tics)。

学会では特に,"super session"と題して、

D lmplicau on of the new c lean air act

2 ) EPA r i sk com肌Un icat ion round t able

3) POH cy i肌P lica tions of g lobal changes

り lnitiatives in development of ec010gical risk assessment guid3nce

の 4 つが各々約 2日間連続でセッションを持っ九のが目をひきまし九。私は 3),4)の分科

会に集中して参加しました。

スク研究学会誌に記載の投稿規程を熟読の上、投稿して下さい。

スク研究学会誌に記載の原稿作成要領を熟読の上、原稿を作成し

い。ま九、第4号の各論文、短信の体裁も参考にして下さい。

J

(池田三郎 筑波大学)
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なお、日本からの参加者は東海岸であっ九せいか、横山会長と私の 2 名というさびしい

数であったのが残念でし九。

次回の S R A 学会は西海岸の S飢 Di能0 で、 Dec.6-9.1992 の日程でおこなわれる

ことが決まりまし九。理事会では、西海岸であるので、日本問題とか、日米共通に関連し

九テーマで特別のセッションを持ってはどぅかという提案がありまし九。我々の年会のす

ぐあとなのですが、積極的に参加の方向で企画し九いと思いますので、会員の皆様のご支

援をお願いします。

フ。モの他

学会誌第3巻訂正

(1)頁H6-122、研究論文" TBT化合物のりスクと便益の分析一大阪湾の事例研究一"、

著者趙顯書、盛岡通、末石冨太郎。

に頁番号の付け問違い等がありまし九。

訂正し九論文を同封い九しますので学会誌第3 巻の当該論文を差し替えて下さい。

(2)頁66-76、寄稿論文" HIV (エイズウイルス)感染防止ポスターの評価に関する日米比較

研究"、著者広瀬弘忠

頁74の第 6 節「結論」部分に「謝辞」にある 4 行の文章の重複がありまし九。

そこで、 6.結論(頁7 4 右下 14 行から 17 行)では以下の文章を削除します。

「日米における調査を担当し九し実施し九東京女子大学の石井亜希子、江野祐子、

原田容子の 3 氏、およびデータの整理に尽力した高梨靖恵氏に謝意を表する。」

なお、著者あてには訂正済みの別刷りを届けてあります。ご必要の方は事務局まで

ご請求下さい。ご迷惑をおかけし九著者に謹んでお詫びい九します。
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